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	 6	 経済的要因による学生の休学と中退
	 	 	 小林雅之 東京大学 大学総合教育研究センター 教授 
	 	 	 王　　傑 東京大学 大学総合教育研究センター 特任研究員 
	 	 	 王　　帥 東京大学 社会科学研究所 特任研究員 

	 15	 TOPICS	 給付型奨学金制度設計の経緯

	 16	 専門学校生に対する経済的支援の現状と課題
	 	 	 白鳥綱重 文部科学省 生涯学習政策局 生涯学習推進課 専修学校教育振興室長 

	 18	 CASE 1	 琉球大学
	 	 	 固有の歴史が息づく修学指導と経済支援
	 22	 CASE 2 	 東北福祉大学
	 	 	 学生情報の共有と手厚い初年次教育で育む学生支援の輪
	 26	 CASE 3	 東京未来大学
	 	 	 徹底した個別サポートで学生の主体性を育てる

右の図は、文部科学省学校基本調査2016年速報版に掲

載されている、高等学校卒業者の進路状況である。大学、短

大、専門学校の進学率が折れ線グラフで記されている。この

グラフには、筆者が縦に2つの補助破線を入れている。一つ

が2010年3月、もう一つが2014年3月である。この2つの補

助破線は大学進学率の下降に転じた年と、上昇に転じた年と

なっている。

まず、2010年は、大学進学率が下降に転じた年である。いっ

たい何があったのか。リーマンショックである。正確にはリー

マンショックが起こったのは、2008年9月であるが、実質的に

経済や家計に影響が及び、大学進学率が低下したのがその次

の卒年である2010年である。高卒就職割合も2010年に一

気に低下している。既に、2009年には、専門学校進学率が上

昇に転じている。

もう一つの補助破線は、2014年3月である。この年は、何

があったのか。アベノミクスによる景気回復である。いや、

デフレからの脱却は進んでいない、というご意見もあるとは思

うが、2011年には8500円程度まで下がった日経平均株価は、

2013年12月には2倍近い1万6000円まで上昇している。す

ると、大学進学率は再び上昇に転じ、一方専門学校進学率は

低下に転じている。

つまり、大学進学率が50%を超え、私立大学への進学者が

8割近くに達している現在、大学進学率は家計の状況に大き

く影響を受けているのである。その一方、専門学校は4年間

私立大学に通うには厳しい家庭において、2年間で手に職あ

るいは資格を取得して社会に出ていくという、言わば“セーフ

ティネット”の役割を果たしているのではないだろうか。

これまで見てきたのは、高校卒業時の進学状況である。一

方、大学や専門学校に入学した後の学生はどうなっているの

だろうか。当然、家計の影響を受けているはずである。しかし、

入学した後は退学（中途退学）の状況は明確でなく、さらにそ

の背景にある理由について、外からは全くと言っていいほど

見えてこない。文部科学省が力を入れている、大学ポートレー

トにもその項目は存在しない。そこで、今回の特集は、中途退

学の裏側にある経済的な事情中心に、大学と専門学校の状況

についてまとめた。情報が少ないなかでの特集ということで、

タイトルにある「処方箋」まで至っていないが、今後の学生の

経済的事情に目を向け、中退防止を考えるうえでの一助とな

れば幸甚である。

（本誌編集長　小林 浩）

特集 C  O  N  T  E  N  T  S

─経済的視点から考える─

中退予防の
処方箋
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大学・短大進学者

大学・短大進学率 専門学校進学率 就職者割合

平成28年度学校基本調査（速報版）より編集部作成

一時的な仕事に就いた者
進学も就職もしていない者の割合

専門学校進学者 就職者 一時的な仕事に就いた者
進学も就職もしていない者

高等学校卒業者の進路状況
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